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日本列島の市街地やその周辺で広義の Tarax-
acum platycarpum Dahlst．（和名としてはニホン
タンポポを用いる）が減少し，帰化タンポポが増加
しているという傾向は，1970年代に入ってから，
多くの人に注目されるようになった。そして日本各
地で両者の相対的な分布状態を示す，いわゆるタン
ポポ地図が作成され（堀田 1977 ; Ogawa and Moto-
tani 1985；芹沢 1986），市街地に帰化タンポポ，
郊外にニホンタンポポという分布の傾向が明らかに
なった。そのような分布傾向が生じる理由としては，
一般的に，帰化タンポポは無融合生殖を行うためし
ばしばタンポポが定着しにくい攪乱地へも再侵入し
やすいが，種子は夏期休眠性を持たないため他の植
物との競争が大きい草地的環境では生育しにくいこ
と，それに対してニホンタンポポは自家不和合性で
有性生殖を行うため新たな場所へは分布を拡大しに
くいが，種子が夏期休眠性を持つため草地的環境で
も他の植物との競合を回避して生育できることによ
ると説明されてきた（芹沢 1995）。
ところが，日本で一般にセイヨウタンポポとされ
てきた植物の大部分が，実際にはニホンタンポポの
遺伝子を取り込んだ雑種性セイヨウタンポポである
ことが判明，その雑種性セイヨウタンポポは，形態
的には非雑種性の真のセイヨウタンポポからはっき
り区別できないが，生態的にはセイヨウタンポポの
分布域を越えて，ニホンタンポポの分布域まで分布

を拡大している状況も明らかになった（渡邊他 1997
b）。そしてその原因は，雑種性セイヨウタンポポ
は交雑の結果，夏期休眠性を少なくとも部分的には
取り込んでいるはずであり，その結果本来ならセイ
ヨウタンポポが生育できない草地的環境でも生育で
きるからではないかと予想された（渡邊他 1997 a,
b）。
しかしながら，夏期休眠性が実際にどの程度雑種
性セイヨウタンポポに取り込まれているかについて
は，調査事例がない。そこでこの点を確認する目的
で，雑種性セイヨウタンポポの種子発芽特性を調査
した。

材料と方法

材料としては，1998年 4月下旬に愛知教育大学
構内において採集した，雑種性セイヨウタンポポ 6
個体，非雑種性のセイヨウタンポポ（Taraxacum
officinale Weber）3個体，ニホンタンポポ 3個体
のそう果を用いた。雑種性および非雑種性の判別は，
渡邊他（1997 a）と同様，アロザイム酵素多型解
析によった。各個体のアスパラギン酸アミノ転移酵
素（AATまたは GOT）の対立遺伝子組成，および
発芽実験に用いた合計そう果数を Table 1に示した。
発芽実験
発芽実験は，大阪市立大学理学部植物生態研究室
で 1998年 5月 26日から行った。実験に際しては，
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各個体から採集したそう果をそれぞれ一つの種子集
団と見なし，各種子集団につきバーミキュライトを
入れた 3個のシャーレを用意し，見かけ上よくふ
くらみ成熟したと判断されるそう果を 3等分して
播種した。それぞれのシャーレは 20℃，25℃，30
℃に設定した 3台の人工気象器に入れ，蛍光灯を
連続照明で点灯，バーミキュライトが乾燥しない程
度の水を与えた。そして 3日間隔で 45日間，発芽
した数を記録した。

結果と考察

発芽実験の結果を Fig. 1に示した。非雑種性セ
イヨウタンポポ（A～C）では，どの温度条件でも 6
～9日後に発芽がはじまり，発芽率は急激に上昇し
て，9～30日後にはそれ以上発芽しなくなった。一
方ニホンタンポポ（J～L）ではどの種子集団も 20
℃で最もよく発芽し，温度が高くなると発芽率が低
下した。Ogawa（1978）は，セイヨウタンポポの
種子は休眠性がなく，播種すると温度条件にかかわ
らず一斉に発芽し，ニホンタンポポの種子は高温で
発芽が抑制されることを報告したが，今回の実験の
結果もそれとほぼ一致するものであった。ただし，
各種子集団の発芽様式には多少の差があり，非雑種
性セイヨウタンポポの中でも 3条件下でほぼ同時
に，一斉に発芽するもの（A）もあったが，高温で初
期発芽がやや抑制され，しかし最終発芽率は高温の
方が高くなるもの（B, C）もあった。ニホンタンポ
ポでも，20℃においてほぼ一斉に発芽し，18日目
以降はそれ以上発芽しなくなる種子集団（K）もあ
れば，連続的に少しずつ発芽し，45日でもまだ発
芽が継続している種子集団（J）もあった。また 25
℃において，20℃と 30℃のほぼ中間的な発芽パタ
ーンを示す種子集団（J）もあれば，30℃とほとん

ど変わらない発芽パターンの種子集団（K）もあっ
た。
雑種性セイヨウタンポポ（D～I）では，6種子集
団中 4種子集団が，いずれかの条件で 80％以上の
発芽率を示した（D～G）。これらのうち種子集団
（D）は非雑種性セイヨウタンポポの中の種子集団
（B）とほぼ同じ発芽パターンであり，種子集団（G）
はニホンタンポポの中の種子集団（L）とほぼ同じ
発芽パターンであった。残りの種子集団（E,F）は，
30℃で発芽が抑制されるという点ではニホンタン
ポポと一致したが，全く抑制されるのではなく継続
的に発芽が続き，45日後には 70～80％の発芽率
になった。
このことから，雑種性セイヨウタンポポは種子発
芽特性に関して決して均一なものでなく，一部の個
体は非雑種性のセイヨウタンポポとほぼ同じ発芽特
性を持つが，他の個体はニホンタンポポとほぼ同じ
発芽特性を持ち，両者の中間的なパターンを持つも
のもあることがわかる。すなわち，雑種性セイヨウ
タンポポはニホンタンポポの持つ夏期休眠性をさま
ざまな程度に取り込んでいると判断される。
ニホンタンポポとセイヨウタンポポの雑種が形成
される際には，無融合生殖種であるセイヨウタンポ
ポが花粉親となり，それとニホンタンポポの卵との
間で受精が行われることが知られている（Morita et
al. 1990）。結果的に，雑種はセイヨウタンポポの
遺伝子を 2または 3ゲノムとニホンタンポポの遺
伝子を 1ゲノム持つ。雑種性セイヨウタンポポが
開花時，あるいは開花直前の外総苞片の反り返り方
に関して真のセイヨウタンポポからはっきり区別で
きず，そのため分布調査などの際に一般にセイヨウ
タンポポに含めて扱われるのはこのゲノム数の差に
起因すると思われる。一方，外部形態の量的な 3

Taxon（Taraxacum） Individual Allele of AAT（GOT） Total number of achenes

True T . officinale A
B
C

d
d
d

75
90
75

Hybridized T . officinale D
E
F
G
H
I

c+d
b+d
c+d
c+d
b+d
c+d

36
45
150
75
120
60

T . platycarpum J
K
L

c
b

b+c

45
240
45

Table 1. The allele of AAT（GOT）and total number of achenes of the dandelions used in this experiment
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形質（外総苞片辺縁の毛数，突起長，痩果長）に関
しては，雑種性セイヨウタンポポはニホンタンポポ
と真のセイヨウタンポポのほぼ中間の特徴を持ち，
後 2者に比べて特に変異幅が大きいという傾向は
認められない（渡邊他 1997 a）。しかし，発芽特性
という生理的な形質については，雑種性セイヨウタ
ンポポのかなりの個体は 1ゲノムしかないニホン
タンポポの影響を受けているようで，今回の 4種
子集団（D～G）の間でさえ両親種に比べてはるか
に大きい変異幅を持つ。見かけのセイヨウタンポポ
の分布拡大には，この多様さが大きくが寄与してい

ると思われる。
なお，雑種性セイヨウタンポポのうち残りの 2
個体（H, I）は，見かけ上は他の個体（D～G）同
様よく成熟したそう果をつけたが，最終的な発芽率
は最もよく発芽した条件でもそれぞれ約 43％（H）
か約 15％（I）にすぎなかった。この発芽率の低さ
が何らかの偶然の理由によるという可能性は否定し
きれないが，雑種性セイヨウタンポポの中には見か
けは正常なそう果をつけてもその発芽能力が低いも
のがあるとも考えられる。このことについては，今
後さらに事例数を増やして確認する必要がある。

Fig. 1. Germination rate of various dandelions.
True Taraxacum officinale : A～C. Hybridized T . officinale : D～I. T . platycarpum : J～L.
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Summary
The hybridized Taraxacum officinale, which is

agamospermous as well as true T . officinale but
has 2 or 3 genomes of T . officinale and one
genome of native T . platycarpum, is now widely
distributed in Japan. It has intruded into the ru-
ral area previously occupied by the summer-
dormant native dandelions. We, therefore, exam-
ined the germination patterns of the hybridized
T . officinale in three different temperatures.
The hybridized T . officinale was extremely vari-
able in germination pattern, i.e. one is similar to
that of true T . officinale（well germinate in every
temperature）, other one is similar to that of T .
platycarpum（not germinate in high tempera-
ture）, and the rest are intermediate between
them. The distributive extension of the hybrid-
ized T . officinale may be caused by this variabil-
ity.
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